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構造部材・部材接合部の強度および振動に関する設計技術の構築

機械構造物はいくつかの部材で構成されており，それらの接合には，溶接，リベット，ボルト・

ナット，ピンなど，さまざまな締結要素が用いられています．その接合部の応力分布は複雑で

あるにも関わらず，その設計は簡素化されており，安全率を考慮するなど経験的に構造が決

定されているのが現状です．

また，木造建築構造物においても，木材端部

を加工して接合する仕口や継手といったものが

あり，長年にわたって職人によって確立されて

おり，機械構造物と同様にその構造の決定に

あたっては経験的になされているのが現状です．

当研究室では，そのような構造部材や部材接

合部に着目し，強度および振動に関する設計

技術（FEMモデルや理論式など）の構築を行う

と共に，付加機能（例えば，免震機能など）を備

えた接合部構造を開発することを目的とした研

究を行います．

ピン接合構造応力分布
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